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微生物対策の実施状況について 
 

 
 
１．水道における残留塩素濃度に関する事故事例 

厚生労働省に報告された水道水質関連事故事例のうち、令和２年～令和４年 11 月まで

に発生した、遊離残留塩素濃度が 0.1mg/L を下回る等の塩素消毒に関する事故事例を表

-１に示す。このうち、健康被害が確認されたのは２例である（令和３年の岩手県及び令

和４年の東京都） 

 
表-１ 遊離残留塩素濃度に関する水道水質関連事故事例（令和２年～令和４年 11 月） 

年 
都道 

府県 
水道の種別 

施設概要 

（水源） 
事故概要 

R2 

静岡県 簡易水道 
緩速ろ過 

（表流水） 

大腸菌検出。塩素注入設備の不具合により、残留塩素

が不検出であることが判明。 

京都府 
簡易専用水道 

（学校） 
－ 

一般細菌が基準値超過。飲用制限を実施し、貯水槽と

高架水槽を清掃。 

静岡県 
専用水道 

（病院） 

膜ろ過 

（工業用水） 

保健所の定期立入検査で残留塩素が検出されなかっ

た。塩素注入設備の調整不足による。 

静岡県 簡易水道 
膜ろ過 

（表流水） 

保健所の定期立入検査で残留塩素が検出されなかっ

た。漏水による給水量不足のため浄水を貯める水槽に

原水を直接流入させたことによる。 

静岡県 簡易水道 
塩素消毒のみ 

（深井戸） 

保健所の定期立入検査で残留塩素が検出されなかっ

た。塩素注入設備の調整不足による。 

R3 

静岡県 
専用水道 

（ゴルフ場） 

塩素消毒のみ 

（深井戸） 

塩素注入直後の管路での漏水により、給水栓水で残留

塩素濃度が低下（0.05mg/L）。 

岐阜県 上水道 
塩素消毒のみ 

（深井戸） 

塩素注入設備の不具合により、給水栓水で残留塩素が

不検出であることが判明。 

兵庫県 上水道 
塩素消毒のみ 

（湧水） 

大腸菌検出。塩素注入設備の不具合により、給水栓水

で残留塩素が不検出であることが判明。 

神奈川

県 

小規模 

貯水槽水道 

（保育園） 

－ 

（上水） 

受水槽清掃後の水質検査で一般細菌が基準値を超過。

また、給水栓水から赤さびを確認したため、飲用制限

を実施。ただし、給水栓水で残留塩素 0.5mg/L 確認。

再度、受水槽の清掃を実施。 

岩手県 飲用井戸等 
未処理 

（沢水） 

病院からカンピロバクター食中毒の患者が発生してい

るとの情報が寄せられ、飲用水（＝沢水）の水質検査

を行ったところカンンピロバクターが検出された。利

用者へ煮沸した上での飲用、塩素消毒設備の設置検討

を指示。 

R4 

東京都 

小規模 

貯水槽水道 

（飲食店） 

－ 

（上水） 

一般細菌及び大腸菌検出。排水ポンプの故障により汚

水が受水槽へ流入。 

静岡県 簡易水道 
塩素消毒のみ 

（深井戸） 

塩素注入器の不具合により、残留塩素が不検出である

ことが判明。 
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２．水道におけるクリプトスポリジウム等対策  
「水道水におけるクリプトスポリジウム等対策指針」（以下「対策指針」という。）に

基づく、水道原水に係るクリプトスポリジウム等による汚染のおそれの判断の流れを図

-１に示す。 

原水における指標菌の検出状況と原水の種別に基づいて分類されたレベルに応じて、

施設整備・運転監視や原水の水質検査等を行うこととしている。 

 

 
 

図－１ 水道原水に係るクリプトスポリジウム等による汚染のおそれの判断の流れ 

 
 
 
２－１．クリプトスポリジウム等対策の実施状況  

水道事業、水道用水供給事業及び専用水道における「対策指針」に基づく浄水施設で

のろ過又は紫外線処理施設の整備や水源変更等によるクリプトスポリジウム等対策の実

施状況について、令和３年３月末時点の調査を行った。調査結果を表-２に示す。 

① 表流水、伏流水、湧水、地下水（浅井戸及び深井戸）を水源とする浄水施設（全量浄

水受水以外の施設）20,246 施設のうち、水道原水のクリプトスポリジウム等による

汚染のおそれがある施設（予防対策の必要な施設）は 8,042 施設（約 40％）。 

② このうち 5,777 施設では、既に対策施設設置等の予防対策について実施済。 

③ 残る 2,265 施設については、対策施設設置等について検討中。内訳は以下のとおり。 

・上水道及び用水供給事業：1,261 施設（レベル４：145 施設、レベル３：1,116 施設） 

・簡易水道：787 施設（レベル４：240 施設、レベル３：547 施設） 

・専用水道：217 施設（レベル４：43 施設、レベル３：174 施設） 

これらの施設では、当面の措置として対策指針に基づき原水の水質監視を徹底し、

クリプトスポリジウム等が混入するおそれが高まった場合には、取水停止等を行う

こととされている。 

④  いまだにクリプトスポリジウム等の汚染のおそれの判断を行っていない

施設数（レベル未判定施設数）は 1,150 施設あり、調査対象浄水施設数

の約６％。 
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表-２ 対策指針に基づく予防対策の実施状況（令和３年３月末時点） 

  

  

  

水道事業 

専用水道 合計 

(参考) 

令和２年３

月末時点 

上水道 

用水供給 
簡易水道 

調査対象浄水施設注１数 
9,237 4,104 6,905 20,246 20,166 

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) 

給水人口注２（人） 
121,351,209 2,053,193 368,472 123,772,874 123,971,273 

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) 

レベル４施設数 
2,675 1,305 305 4,285 4,256 

(29%) (32%) (4%) (21%) (21%) 

  対応済みの浄水施設数 2,530 1,065 262 3,857 3,773 

  対策施設を検討中の浄

水施設注３数 

145 240 43 428 483 

  [22] [26] [7] [55] [66] 

  
  給水人口（人） 

168,980 69,371 8,670 247,021 281,466 

  (0.1%) (3.4%) (2.4%) (0.2%) (0.2%) 

レベル３施設数 
2,444 918 395 3,757 3,697 

(26%) (22%) (6%) (19%) (18%) 

  

対応済みの浄水施設数

（ろ過） 
1,037 345 196 1,578 1,545 

  

対応済みの浄水施設数

（紫外線照射） 
291 26 25 342 331 

  対策施設を検討中の浄

水施設注３数 

1,116 547 174 1,837 1,821 

  [113] [33] [10] [156] [168] 

    
給水人口（人） 

2,526,004 184,990 41,571 2,752,565 2,946,613 

    (2%) (9%) (11%) (2%) (2%) 

レベル２施設数 
1,532 744 1,526 3,802 3,859 

(17%) (18%) (22%) (19%) (19%) 

レベル１施設数 
2,424 728 4,100 7,252 7,137 

(26%) (18%) (59%) (36%) (35%) 

レベル不明施設数注４ 
162 409 579 1,150 1,217 

(2%) (10%) (8%) (6%) (6%) 

注１）「調査対象浄水施設」とは、調査で回答のあった浄水施設のうち、表流水、伏流水、湧水、地下 

水（浅井戸及び深井戸）を水源とする浄水施設（全量浄水受水以外の施設）であり、水道統計の 

数値とは異なる。 

注２）給水人口は水道統計（平成 31 年度）による。 

注３）「対策施設を検討中の浄水施設」とは、対応の必要な浄水施設のうち、対策指針に示すろ過施設の 

設置等の恒久的な予防対策を検討中（実施中を含む）の施設であり、このうち具体的な導入予定 

のある施設数を［ ］内に示す。なお、これらの施設では、当面の措置として原水の水質監視を徹 

底し、クリプトスポリジウム等が混入するおそれが高まった場合には取水停止等を行っている。 

注４）水道原水に係る指標菌（大腸菌、嫌気性芽胞菌）の検査結果に基づくレベル判断を未実施である施 

設の数。ろ過等による浄水処理対策を実施済みの施設も含まれる。 
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２－２．クリプトスポリジウム等の検出による給水停止等の対応状況 

水道の浄水等でクリプトスポリジウム等が検出され、給水停止等の対応を行ったとし

て、令和４年 11 月末までに厚生労働省水道課に報告された事例を表-３に示す。 

平成８年の埼玉県越生町上水道における事故以降、水道事業、水道用水供給事業及び

専用水道が供給する水を原因とするクリプトスポリジウム等による感染症発生事例は報

告されていないが、平成 22 年度の千葉県成田市において貯水槽での汚染が原因と見られ

るジアルジア症が発生した。 

 
表-３ 水道におけるクリプトスポリジウム等検出状況と対応の事例 

（給水停止等の対応を行ったもの） 

令和４年 11 月末現在  

年度 
件
数 

都道府県 
市町村 

種別 浄水処理 長期的対応 備考 

H8 1 埼玉県 
越生町 

上水道 急速ろ過処理 膜ろ過施設設置 浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
住民 14,000 人のうち 8,800 人が感染。 

H9 2 鳥取県 
鳥取市 

簡易水道 塩素処理のみ 上水道事業に併合 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

兵庫県 
山崎町 

簡易水道 塩素処理のみ 膜ろ過施設設置 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

H10 2 福井県 
永平寺町 

簡易水道 急速ろ過処理 浄水処理管理強化 原水及び浄水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

兵庫県 
夢前町 

簡易水道 塩素処理のみ 膜ろ過施設設置 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

H11 1 山形県 
朝日村 

上水道 塩素処理のみ 広域用水供給事業から受水 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ及びｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。感
染症患者なし。 

H12 3 青森県 
三戸町 

簡易水道 塩素処理のみ 膜ろ過施設設置 浄水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

沖縄県 
名護市 

小規模 
水道 

簡易ろ過及び 
塩素処理 

上水道事業に併合 浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

岩手県 
平泉町 

簡易水道 塩素処理のみ 水源変更、急速ろ過施設設置 浄水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H13 5 愛媛県 
今治市 

上水道 塩素処理のみ 当該水源は使用中止 浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

岩手県 
釜石市 

簡易水道 緩速ろ過処理 浄水処理管理強化 原水及び浄水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

兵庫県 
山崎町 

簡易水道 塩素処理のみ 膜ろ過施設設置 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

鹿児島県 
財部町 

上水道 塩素処理のみ 膜ろ過施設設置予定 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

愛媛県 
北条市 

上水道 急速ろ過、活 
性炭処理 

ろ材入替、浄水処理管理強化を
予定 

浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

H14 1 山形県 
新庄市 

簡易水道 塩素処理のみ 応急対策として膜処理装置設
置、長期的には上水道事業と統
合予定 

原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H15 2 大分県 
別府市 

上水道 塩素処理のみ 当該水源は使用中止 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

山形県 
米沢市 

小規模 
水道 

塩素処理のみ 応急対策として膜ろ過施設設
置、長期的には水源変更 

浄水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H16 1 兵庫県 
宝塚市 

上水道 急速ろ過処理 安全確認迄の間飲用制限、 
浄水処理管理強化を実施 

原水及び浄水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H17 0 該当なし         
H18 1 大阪府 

能勢町 
簡易水道 急速ろ過 濁度計を設置し常時濁度管理

を徹底 
原水及び浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

H19 2 富山県 
富山市 

簡易水道 塩素処理のみ 上水道事業に併合 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

富山県 
高岡市 

簡易水道 急速ろ過 
(濁度管理不可) 

紫外線処理施設設置予定 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H20 1 山形県 
村山市 

簡易水道 塩素処理のみ 膜ろ過施設設置 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H21 0 該当なし         

H22 2 富山県 
南砺市 

専用水道 塩素処理のみ 紫外線処理施設の設置あるい
は隣接簡易水道への切り替え 

原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

千葉県 
成田市 

小規模貯 
水槽水道 

－ 貯水槽を更新 給水栓水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ及びｼﾞｱﾙｼﾞｱを検
出。 
小規模貯水槽水道の利用者43人のうち28人が
体調不良。4 人がジアルジアに感染。 
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年度 件数 
都道府県 
市町村 

種別 浄水処理 長期的対応 備考 

H23 1 長野県 
伊那市 

簡易水道 急速ろ過 － 原水及び浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

H24 1 群馬県 用水給水 急速ろ過 水源水質の監視強化 浄水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H25 3 北海道 
島牧村 

飲料水 
供給施設 

塩素消毒のみ 膜ろ過施設設置 原水及び浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

東京都 
八王子市 

専用水道 塩素消毒のみ 紫外線照射設備の設置 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

岐阜県 専用水道 急速ろ過 濁度管理強化、危機管理マニュ
アル作成 

原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。感染症患者な
し。 

H26 4 北海道 
島牧村 

簡易水道 塩素消毒のみ 膜ろ過施設設置 原水及び浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

岐阜県 専用水道 急速ろ過 濁度管理強化 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ及びｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

長野県 
伊那市 

簡易水道 塩素消毒のみ 紫外線照射設備の設置 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

長野県 
辰野町 

飲料水 
供給施設 

塩素消毒のみ 飲料水供給施設の統合 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

H27 0 該当なし         

H28 4 長野県 
箕輪町 

簡易水道 塩素消毒のみ 紫外線照射設備の設置 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

長野県 
辰野町 

簡易水道 塩素消毒のみ 膜ろ過施設の設置 原水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑを検出。 
感染症患者なし。 

千葉県 
千葉市 

専用水道 沈砂、塩素消毒 紫外線照射設備の設置 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

愛媛県 
大洲市 

簡易水道 緩速ろ過 濁度管理強化、高感度濁度計の
設置 

原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H29 1 鹿児島県 
長島町 

簡易水道 塩素消毒のみ 紫外線照射設備の設置 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出。 
感染症患者なし。 

H30 1 山形県 
村山市 

上水道 塩素消毒のみ 水源の切り替え 原水からｼﾞｱﾙｼﾞｱを検出 
感染症患者なし。 

R1 0 該当なし     

R2 1 長野県 
長野市 

上水道 塩素消毒のみ 水源の切り替え 原水及び浄水からｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ及びｼﾞｱﾙｼﾞｱ
を検出。感染症患者なし。 

R3 0 該当なし     

R4 0      

計 40           

※原水からクリプトスポリジウム等が検出された場合で「対策指針」に基づく対策が講じられていない施設の事例を含む。 

 
 

令和４年に新たな報告事例はないが、令和２年 11 月に発生した１施設（長野県長野市）

については、引き続き対策を検討することとなっていたため、長期的な対応が取られてい

るかフォローアップを行った結果を表-４に示す。 

令和３年度末に水源を切り替えたことを確認。 

 
表-４ クリプトスポリジウム等への対応状況 

令和４年 11 月末現在  
年度 都道府県 

市町村 種別 浄水処理 長期的対応 フォローアップ結果 

R2 長野県 

長野市 

上水道 塩 素 消 毒

のみ 

水源の切り

替え 

 哺乳動物（ハクビシン）が水源地防護柵の外側よ

り地面を掘って侵入し、原水を汚染したことによ

る。侵入経路を塞ぎ、再発防止策として防護柵外

側の地面に金網を設置。指標菌及びクリプトスポ

リジウム等の測定頻度を１回/３ヶ月から１回/月

とし、監視体制を強化。 

 応急的な対策施設として可搬式膜ろ過設備を設置。 

 令和３年度末に水源の切り替え工事が完了。水源を

切り替え。合わせて、可搬式膜ろ過設備を撤去。 

 




